
こ
の
う
ち
最
も
医
書
と
し
て
調
っ
て
い
る
の
は
宗
田
本
で
、
本

文
、
整
復
操
作
図
譜
、
固
定
包
帯
図
譜
（
縛
帯
図
式
）
の
三
つ
か
ら
成

本
書
は
未
刊
の
正
骨
害
で
、
稀
購
書
で
あ
る
。

現
在
ま
で
そ
の
所
在
が
知
ら
れ
て
い
る
も
の
は
左
記
の
三
本
で
あ

る
。

｜
害
名
一
編
著
者
一
旧
所
蔵
者
一

安
永
文
庫
旧
蔵

目
整
骨
範
草
稿
吉
雄
幸
載

高
見
氏

。
整
骨
範
草
稿
吉
雄
幸
載
癖
耐
鐸
旧
蔵

（
丁
未
（
一
八
四
七
）
呂
下
之
二
日
筆
写
）

白
輝
化
正
骨
範
艸
二
宮
彦
可

（
擁
鼻
処
正
骨
範
草
稿
筆
写
年
月
日
な
し
）

整
骨
範
草
稿
に
つ
い
て

蒲
原
宏

現
所
蔵
者
丁
数

宗
田
一
八
一
丁

蒲
原
宏
三
六
丁

島
津
兼
治
二
○
丁

立
っ
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
固
定
包
帯
図
譜
は
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
刊
の
大
槻

玄
幹
の
「
泰
西
外
科
収
功
」
に
似
、
整
復
操
作
の
挿
図
は
整
復
術
の

記
述
と
並
記
さ
れ
て
い
る
が
、
縛
帯
図
式
は
全
く
別
巻
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
本
書
の
最
終
的
な
形
態
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。

第
二
の
筆
者
所
蔵
の
も
の
は
二
巻
の
合
冊
で
、
「
整
骨
範
草
」
と

「
整
骨
範
草
稿
図
」
か
ら
な
っ
て
い
る
も
の
で
「
渡
辺
蔵
書
」
の
印

と
「
蒲
林
亭
・
秋
師
澳
」
と
い
う
筆
録
者
の
名
が
あ
る
。

筆
録
年
代
は
巻
末
に
「
丁
未
大
呂
下
之
二
日
」
と
「
丁
未
臘
月
季

九
之
日
」
と
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
弘
化
四
丁
未
年
（
一
八
四
七
）
と
推

定
さ
れ
る
。

宗
田
本
に
比
し
て
筆
写
が
や
や
粗
雑
で
、
誤
字
も
見
ら
れ
、
原
著

か
ら
可
成
り
数
本
を
経
て
の
写
本
と
考
え
ら
れ
、
原
本
成
立
は
文
政

・
天
保
年
間
で
あ
ろ
う
か
。

第
三
の
島
津
本
は
二
○
丁
で
外
題
は
「
文
化
正
骨
範
艸
稿
」
と
あ

る
が
、
内
題
に
は
「
擁
鼻
虚
正
骨
範
草
稿
」
と
あ
り
、
筆
者
は
「
二

宮
獄
彦
可
筆
記
」
と
あ
る
。

三
本
は
書
名
が
少
し
異
な
っ
て
は
い
る
が
、
編
述
内
容
は
大
略
同
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じ
も
の
で
あ
る
。

記
載
さ
れ
て
る
整
復
手
技
は
、
①
熊
顧
母
法
子
法
三
⑨
風
車

母
法
子
法
八
③
鴬
翔
母
法
仙
嘩
風
母
法
子
法
三
⑤
崔
跨
母
法

子
法
一
⑥
円
旋
母
法
子
法
四
⑦
躍
魚
母
法
⑥
勝
魚
母
法

⑨
尺
蟠
母
法
子
法
三
⑩
弄
玉
⑪
鵠
尾
⑫
螺
旋
⑬
燕
尾
母
法

子
法
二
⑭
竜
騎
母
法
と
採
珠
母
法
子
法
一
（
但
し
島
津
本
の
み

記
載
）
の
基
本
十
五
法
で
あ
る
。

各
整
復
法
の
記
載
を
検
討
し
て
み
る
と
、
全
て
二
宮
彦
可
が
文
化

五
年
（
一
八
○
八
）
に
出
版
し
た
「
正
骨
範
」
巻
下
に
収
載
さ
れ
て
い

る
「
杏
蔭
斎
吉
原
先
生
手
法
」
（
一
丁
よ
り
四
十
二
丁
ま
で
）
の
漢
文
を

読
桑
下
し
文
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

挿
図
も
「
正
骨
範
」
の
挿
図
を
ス
ケ
ッ
チ
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
整
骨
範
草
稿
」
の
編
集
の
形
態
構
成
を
「
正
骨
範
」
の
構
成
と
比

較
す
る
と
上
巻
の
正
骨
総
論
、
検
骨
・
脈
證
治
法
・
十
不
治
證
・
敷

薬
法
・
慰
斗
烙
法
・
鎭
慰
法
・
振
挺
法
・
腰
柱
法
・
杉
雛
法
・
裏
帝

法
と
下
巻
の
麻
薬
法
・
慰
薬
部
・
膏
薬
部
・
敷
薬
部
・
洗
薬
部
・
丸

散
部
・
湯
薬
部
を
全
て
削
除
し
て
実
用
的
に
編
集
し
な
お
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

元
来
、
島
津
本
の
よ
う
な
形
の
草
稿
が
存
在
し
、
「
正
骨
範
」
が

漢
文
に
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
と
考
え
た
い
。
島
津
本
に
わ

ざ
わ
ざ
「
文
化
正
骨
範
艸
稿
」
と
記
述
す
る
こ
と
は
お
か
し
な
記
述

で
あ
る
。

宗
田
本
に
は
「
御
施
薬
院
吉
雄
幸
載
種
通
」
、
蒲
原
本
に
は
「
長

崎
施
薬
院
外
科
吉
雄
幸
載
種
通
選
」
と
あ
り
、
吉
雄
幸
載
が
長
崎

施
薬
院
外
科
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
六
月
の

こ
と
で
あ
る
か
ら
、
二
宮
彦
可
の
「
正
骨
範
」
の
出
版
よ
り
少
な
く

と
も
十
年
後
に
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

し
か
も
そ
の
内
容
は
「
正
骨
範
」
の
和
訳
と
包
帯
法
の
部
は
大
槻

玄
幹
の
「
泰
西
外
科
収
功
」
と
記
載
内
容
が
全
く
同
じ
く
、
そ
の
序

文
は
下
巻
の
桂
川
国
寧
の
も
の
の
後
半
を
省
略
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
「
縛
帯
図
式
附
言
」
は
大
槻
玄
沢
の
「
紬
縛
図
式
附
言
凡

例
」
の
前
文
十
三
行
と
末
尾
四
行
を
削
除
し
て
い
る
。
し
か
し
包
帯

術
に
使
用
す
る
小
道
具
な
ら
び
に
附
図
と
そ
の
説
明
は
泰
西
外
科
収

功
の
記
載
よ
り
は
む
し
ろ
吉
雄
流
外
科
の
特
徴
が
多
く
認
め
ら
れ

る
。
従
っ
て
「
整
骨
範
草
稿
」
と
い
う
正
骨
書
は
実
に
奇
妙
な
剰
籟

に
類
す
る
医
学
書
で
あ
る
。

序
文
は
他
人
の
も
の
を
部
分
削
除
し
て
編
者
の
名
を
附
し
、
本
文

は
他
人
の
著
書
の
和
訳
読
み
下
し
文
と
し
て
使
用
し
、
包
帯
法
は
吉
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雄
家
伝
来
の
も
の
を
強
調
し
、
薬
法
そ
の
他
を
全
く
収
載
し
な
い
医

学
書
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
類
す
る
も
の
に
「
吉
原
杏
蔭
斎
正
骨
要

訣
」
を
「
吉
雄
流
正
骨
法
」
と
し
た
り
、
「
済
春
園
正
骨
術
要
訣
ｌ

竹
中
思
順
著
」
と
し
た
り
す
る
も
の
と
全
く
同
じ
剰
霜
本
で
あ
り
、

原
著
に
無
断
で
自
己
固
有
の
著
書
の
如
く
門
弟
に
伝
授
し
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。

「
整
骨
範
草
稿
」
の
著
者
吉
雄
幸
載
（
一
七
八
七
’
一
八
六
六
）
は

名
を
種
通
、
通
称
幸
沢
、
号
は
素
友
、
幼
名
は
諸
熊
五
郎
兵
衛
と
称

し
た
。
父
は
吉
雄
種
徳
で
、
耕
牛
の
甥
で
あ
る
。
天
明
八
年
（
一
七

八
七
）
長
崎
で
生
ま
れ
、
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
六
月
長
崎
施
薬

院
外
科
に
任
ぜ
ら
れ
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
門
下
生
に
も
な
っ
た
人
物
で

あ
る
。
こ
の
人
に
し
て
こ
の
よ
う
な
形
式
の
著
述
が
行
な
わ
れ
て
い

た
と
は
驚
か
さ
れ
る
。

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
二
月
十
三
日
七
十
九
歳
で
長
崎
で
没
し
て

い
る
。

（
県
立
ガ
ン
セ
ン
タ
ー
新
潟
病
院
）

初
湯
の
時
期

『
千
金
方
』
を
引
用
し
て
い
る
『
医
心
方
』
と
『
万
安
方
』
は
謄

帯
を
切
断
す
る
前
に
沐
浴
さ
せ
る
こ
と
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
し
か

し
平
安
時
代
に
は
、
シ
ナ
の
「
三
朝
の
礼
」
に
倣
っ
て
、
分
娩
当
日

の
沐
浴
は
簡
単
に
し
て
清
拭
に
留
め
、
二
日
ま
た
は
三
日
後
に
「
初

湯
の
儀
」
と
し
て
丁
寧
な
沐
浴
を
行
う
こ
と
が
多
か
っ
た
（
梶
完
次

「
明
治
前
日
本
産
婦
人
科
史
」
七
八
頁
）
。
こ
の
風
習
は
江
戸
時
代

以
降
に
な
る
と
変
り
、
分
娩
当
日
丁
寧
な
沐
浴
を
す
る
こ
と
が
多
く

な
っ
た
。
香
月
牛
山
は
『
小
児
必
用
養
育
草
』
で
「
今
時
の
風
俗
に

よ
り
、
生
ま
れ
下
る
と
そ
の
ま
ま
取
り
あ
げ
て
洗
い
た
る
が
よ
き
な

り
」
と
述
べ
て
い
る
。

一
、
分
娩
当
日

丹
波
康
頼
『
医
心
方
』
永
観
二
年
（
九
八
四
）

紫
式
部
『
紫
式
部
日
記
』
寛
弘
五
年
（
一
○
○
八
）
の
記
録

日
本
に
お
け
る
新
生
児
沐
浴
の
変
遷

蔵
方
宏
昌
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